災害被災地域における子どもの遊びに関わる緊急支援金　募集要項
特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会
１．支援対象
下記に該当し、所定の申請を通して支援を希望するもの。
地震、台風、豪雨等の災害において災害救助法が適用された基礎自治体※1で活動する団体・グループ、あるいは先の基礎自治体以外に所在地があるが当協会の活動の趣旨に準じた支援活動を先の基礎自治体で行う団体・グループで、本協会の正会員であるもの。なお、申請時に新たに会員になるものも含む。
※１：内閣府が発表している適用状況参照（http://www.bousai.go.jp/taisaku/kyuujo/kyuujo_tekiyou.html）

２．支援内容
子どもが主体（本人が選び、決定できる）となれる遊びの機会や、災害時の遊びの必要性に関する学びの場をつくるために必要な費用。例えば、遊びの機会づくりの支援ができる能力を有する人材※２を召集するために必要な費用（謝金や交通費など）、学習会の講師費用、備品や材料など※３を購入するための費用（直接経費）などを想定しているが、これに限らない。なお、申請以前に発生している費用についても申請可能とする。ただし、以下に類するものは除く。
・発生した災害に関係しない活動：例えば、被災者が参加できないような条件で実施するものなど。
・「遊び」に直接関係しない活動：例えば、防災教室や炊き出しの開催など。
・直接的に遊びの機会や場をつくるために必要でないもの：例えば、デジタルカメラ等の機材を購入するなど。
※２：プレーリーダー（プレイワーカー）経験者、冒険遊び場づくり活動運営経験者等、申請団体が必要と考える人材
※３：下記に一例を示す。
・道工具および材料等：ノコギリ、金槌、カッター、釘、材木など
・環境設定に資するもの：簡易テント、テーブル（持ち運びできるようなもの）、ロープなど
・応急処置等に関するもの：衛生材料や医薬品等、熱中症対策に資する飲食物など
・備品等の管理に関するもの：救急箱、工具箱、収納ケースなど
・玩具の類でアナログなもの：トランプ等のカードゲーム、積み木、ままごと道具など
・その他の消耗品：PPロープ、テーブ類、マジック類、他各種文具類など

３．対象期間、申請期間
発生した災害による災害救助法が適用されてから６ヶ月以内。

４．支援金額
１件あたり一律３万円。災害ごとに総額15万円（５件）。
なお、３万円未満であっても返却は不要であり、逆に３万円以上かかる費用の一部とすることも妨げない。



５．審査方法
本法人の災害対策委員会で申請書と必要に応じて電話等でのヒアリングの内容を協議した上で、決定します。

６．報告等
支援金を活用して行った活動終了後1月以内に下記の提出をお願いします。
・活動の様子がわかる写真（５葉以上）
・所定の活動報告書

【申請の手続き】
１．申請方法
指定の「申請書」に必要事項を記入の上、メールあるいは郵送で下記までお送りください。
（メールの方が、対応がスムーズに進みますので、できるだけメールを活用ください）
特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会　災害対策委員会宛
メール：saigai@bouken-asobiba.org
郵　送：〒171-0022　東京都豊島区南池袋3-8-3　池袋クラウンハイツ406号室

２．受付期間
発生した災害による災害救助法が適用されてから６ヶ月以内。
ただし、総額に達した時点で、公募を締め切る場合があります。

３．選考結果について
・随時審査を行い、決定後直ちに個別にお知らせします。
・支援金の振込時期については、支援決定後にお伝えします。

個人情報の取り扱いについて
申請の際に提出いただいた個人情報は、「個人情報保護に関する法律」に則り、個人情報として厳正に管理し、本募集に関する業務遂行上必要な範囲内に限定して利用いたします。
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特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会
災害被災地域における子どもの遊びに関わる緊急支援金　申請書
	申請者名
	（ふりがな）
	

	
	団体・グループ名
	

	
	（ふりがな）
	

	
	代表者氏名/役職
	

	住所
＊書類等送付先
	 〒
	（ふりがな）

	
	


	ご担当者
ご連絡先
	役職/氏名
	

	
	電話番号
	

	
	E-mail
	

	会員種別
（いずれかに印）
	正会員個人（団体・グループ内の誰かが会員になっている）　／　正会員団体

	団体の活動内容
	（これまでの実績等。立ち上げたばかりの場合は、設立趣旨等を記載ください））

	
	








	実施する活動に
関して

	（今回の助成を受けて実施、あるいはすでに実施している活動について、内容、期間等を記載ください。また、概算で結構ですので、助成金の使途についても記載してください）

	
	











	助成金の使途
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特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会
災害被災地域における子どもの遊びに関わる緊急支援金　申請書

振込先口座情報

	口座名義
※通帳に表記されている口座名義名を記入
（カナ。漢字名は記入不要）
	



ゆうちょ銀行以外の金融機関
	金融機関名
支店名
	
	銀　　行
信用金庫
農　　協
	

	支　店
営業所
出張所

	金融機関
コード
	
	
	
	
	店　舗
コード
	
	
	

	預金種類
	普通預金　　・　　当座預金

	口座番号
	
	
	
	
	
	
	



ゆうちょ銀行（通帳に表記されている記号５桁及び番号８桁を記入） 
例）記号　12340-1 → 234の部分を記入（１桁目の１と５桁目の０は固定なので記入不要、－１は記入不要）
番号　12345671 → 1234567まで記入（下１桁の１は固定なので記入不要）　
	記号
	１
	
	
	
	０

	番号
	
	
	
	
	
	
	
	１
	←番号が８桁ない場合は右詰で記入







特定非営利活動法人 日本冒険遊び場づくり協会
災害被災地域における子どもの遊びに関わる緊急支援金 報告書
申請者名：　　　　　　　　　　　　　　
	【支援金を活用して実施した活動の概要】
	記入日：　　　年　　　月　　　日

	①
	実施日時
	20　　年　　月　　日　　から　20　　年　　月　　日
おおよそ　　　時　〜　　　時　

	②
	実施した活動の名称
（あれば）
	


	③
	実施した内容
	











	④
	参加者数等
※おおよその人数で結構です。
	参加者　　　名　※おおよその内訳を以下にご記入ください
乳幼児親子　　組・小学生　　名・中学生　　名・高校生　　名地域の大人　　名・他　　名（分かれば具体的に　　　　　　　）

	
	
	スタッフおよそ　　名

	⑤
	参加者属性

※該当するものを■にしてください。
	□乳幼児及び保護者　□小・中・高校生　□学生　□PTA関係者　
□教員保育士等教育保育関係者　□町会関係者　□行政・議会関係者
□メディア関係者（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□大学等研究者　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）



【参加者の様子、参加者の声など】（できるだけ記入をお願いします）
	※一部抜粋して、ホームページ等で紹介する場合があります。












【成果評価・総括】（今回の活動がどのような成果につながったと考えますか）
	







【今回の支援金は、どの程度活動の後押しになりましたか】（１つに○をつけてください）。
①とてもなった　／　②なった　／　③なくてもやっていたがプラスになった
	②③と回答された方、どのように改良したらもっと使いやすくなると思いますか。提案があればお書きください。また①と回答された方も具体的にどこがというところがあれば、お書きください。







【今回の支援金の使い勝手はどうでしたか（１つに○をつけてください）】
①使いやすかった　／　②どちらでもない　／　③使いにくかった
	そのように回答した理由をお書きください。







【災害が起きたときに日本冒険遊び場づくり協会に期待することはなんですか】
	






【その他、自由意見】
	









